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■ かわごえ環境ネット総会と懇親会を開催 
 かわごえ環境ネット 2006 年度総会が、5 月 20

日（土）午前 10 時から川越市博物館視聴覚ホー

ルで開催されました。当日は、当会会長の舟橋市

長も出席し、環境市長としての抱負を述べました

（写真）。 

 懸案となっている「新清掃センター建設」「（仮

称）川越の良好な環境を保全する基本を定める条

例の制定」「第二次川越市環境基本計画の策定」

「路上禁煙・ポイ捨て禁止条例の制定」などとあ

わせ、1％節電、屋上緑化などの地球温暖化対策

への取り組みなど、重要問題の山積する状況を語

り、かわごえ環境ネットの協力を要請しました。 

 次いで仲井謙介氏を議長に選出、総会議案の次

第にそって議事が進められ、理事会の原案どおり

承認されました。次いで新理事候補が承認され、

新理事が一列に並んで紹介されました。休憩のあ

と、理事による理事長と副理事長の互選の結果が

照会されました。その後、新年度事業と予算の審

議を行い承認されました。 

 あわせて、かわごえ環境ネット 10 周年記念事

業の基金設置が了承されたのを機に、早急に体制

整備への意見が提起され、11 時 45 分に総会が終

了しました。 

 次いで市民会館前の「どんぐりの樹」で懇親会

が開催され、前・新理事らを中心にネットの活性

化に向けての意見交換がなされ、午後 2時小瀬理

事長の一本締めで散会しました。 

 

舟橋功一会長のあいさつ

 

■環境月間行事でポスター展（武田侃蔵） 
 6 月は環境月間で、全国で環境意識の啓発行事

がくり広げられました。川越市でも、市内小中学

校に「環境啓発ポスター」を募集し、入選作品の

展示会が 6月 17（土）・18(日)の両日、西文化会館

ロビーで行われました。 

 応募作品は 643点で、市内 12小学校と 18中学

校が参加しました。入選作品は 58 点で地球温暖

化問題から、緑の大切さ、水の貴重さ、ゴミの分

別など、環境意識の高さがうかがえました。 

 

ポスター展の様子 
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■ 新理事の抱負 

6月 23日の理事会で顔を揃えた新理事 

前列左から大辻、横山、小瀬、村上、稗島 後列左から、根岸、金子、笠原、武田、渡辺、船橋、原嶋（敬称略） 

  

 

小瀬 博之 
（理事長・広報担当）  
引き続き理事長を務めます。よ

り多くの市民・民間団体・事業

者が参加できる事業をみなさん

といっしょに推進します。また、

行政施策への市民、民間団体、

事業者の参加を呼びかけます。 

渡辺 利衛 
（社会環境部会代表） 
執行部の一員として責任を感じ

ます。今年度の事業目標に対し

タイムリーな活動を進めます。

情報の共有化と会員のコミュニ

ケーションを図り、信頼関係を

深め、会の活性化を図りたい。 

原嶋 昇治 
（社会環境部会副代表） 
川越の環境は誇れる状況にある

のだろうか。ごみ問題も抜本的

な対策はないようだ。行政、環

境推進員協議会と連携し、市民

が真剣にごみ減量活動に取り組

むシステム作りを目指したい。 

武田 侃蔵 
（広報委員長） 
この 2 年間は川越市の環境問題

にとって画期的な時期になりま

す。条例に魂を吹き込み、市民

との協働の成果が上がるように

広報の充実に努めます。皆様の

応援を心からお願いします。 

村上 正明 
（副理事長・企画担当） 
川越環境基本条例が制定され、

新たな環境基本計画ができ、か

わごえ環境ネットも新しい方向

性を見出す重要な 2年間になる
と思われます。会員の皆様とと

もに努力してまいります。 

大辻 晃夫 
（自然環境部会代表） 
前期につづいて、川越の残され

た自然環境の保全と再生活動

に、微力ながら頑張りたいと思

っています。会員とそのつなが

りから、協力の輪が広がり、一

層のご支援をお願いします。 

稗島 英憲 
（自然環境部会担当） 
埼玉県生態系保護協会会員とし

て、自然保護に貢献したい。自

然の生態系の魅力を、河畔林や

雑木林などに触れて自然の大切

さを実感し、一人でも多くの人

に保護運動に参加して欲しい。 

金子 晃 
（広報担当） 
巨樹古木・緑のサポーターで、

地球温暖化防止の森林再生・保

守とエコライフ活動を推進し、

昨年度の「さいたま環境大賞」

を受賞。広報担当として情報発

信に工夫を加えて行きます。 

横山三枝子 
（副理事長・渉外担当） 
民間の生活クラブ生協で、消費

者の啓発につとめています。社

会・自然環境はすぐには変わら

ないので、10 年・20 年後を想像

してじっくりと多くの人と協力

し環境活動に努めます。 

笠原 啓一 
（渉外担当） 
本会設立以来の理事を務めてい

ますが、最初の情熱を盛り返し、

新しいことにも挑戦して参りた

い。環境問題は生まれてから死

ぬまで関わっています。一歩一

歩着実に活動しましょう。 
 

船橋 一夫 
（企画担当） 
東京電力の環境担当として、川

越市の望ましい環境像の実現に

努力します。エネルギー供給の

事業者の立場から、地球温暖化

防止につながる情報を提供し、

啓発に精力的に取り組みます。 

根岸 孝司 
（総務担当） 
2006 年は、かわごえ環境ネット

からも提言のあった環境基本条

例やポイ捨て禁止条例を制定す

るとともに、第 2 次川越市環境

基本計画を策定し、新たな環境

行政のスタートの年にしたい。 

原 嶋 さ ん

の 写 真 が

入る 
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■理事会、専門委員会の活動報告（2006 年４月～6月） 
●理事会（武田侃蔵） 
 第 68 回理事会は 4 月 26 日（金）に、第 69 回

理事会は 5月 9日（金）に行われ、定期総会に向

けての議題を優先に審議しました。 

 第 70 回理事会は，所用のため欠席した 2 名を

除き 10 人が出席、6 月 23 日（金）午後６時から

行われました。理事長提案による「理事会の運営

方針・検討課題について」の試案をもとに検討し

ました。とりあえず理事の分掌を明確にし、次の

ようにしました。 

① 広報（武田、金子、小瀬） 

② 企画（村上、船橋） 

③ 自然環境部会（大辻，稗島） 

④ 社会環境部会（渡辺、原嶋） 

⑤ 渉外（横山、笠原） 

⑥ 総務（根岸） 

 次に、専門委員会として企画委員会（担当：村

上、船橋）、（仮称）かわごえアジェンダ 21 検討

委員会（小瀬）、アースデイ・イン川越 2006検討

委員会（武田、村上、仲井、横山）、第 5 回かわ

ごえ環境フォーラム実行委員会（横山)の設置を決

めました。 

 また、懸案の広報体制の強化・充実については、

広く委員の参加を呼びかけ検討を進めることと

しました。 

 

●社会環境部会（武田侃蔵） 
 今年度第 1 回の部会が 4 月 19 日に開催され、

新年度の体制と活動目標を決め、総会への提案原

案を了承しました。新体制は、部会代表に渡辺利

衛、副代表に原嶋昇治、会計に金子大蔵、書記に

武田侃蔵がなりました。行動計画も、地球温暖化

対策、ごみ減量化対策、まち美化対策の 3本に絞

り、担当者も決め、ネット会員の協力を求めるこ

ととしました。 

 第 2 回は 5 月 17 日（金）に開催され、かわご

え環境推進員協議会の小野浩新会長より、かわご

え環境ネットとの連帯の熱い呼びかけがありま

した。第 3 回は 6 月 21 日（金）に開き、新清掃

センター、エコライフ 2006 などの報告等ととも

に、「その他プラ容器」の分別収集の経緯と実情

についての報告と討議が行われ、ごみ減量の重要

さを再認識しました。 

 

●自然環境部会（大辻晃夫） 
 「自然環境部会」では 4月 14日、5月 12日、6

月 9日に部会が開催されグループ活動状況の報告、

今年度活動計画の具体的な日程や進め方などの

討議を行いました。また、6 月 4 日（日）には荒

川流域一斉水質調査に参加しました。 

 「残された平地林の保全グループ」では 5月 27

日（土）に（仮称）川越市森林公園計画地で自然

観察会を開きました。 

 「水辺の自然の保全と再生グループ」では、6

月 3日（土）に仙波河岸史跡公園で恒例の観察会

と保全活動を開きました。今回は、埼玉県生態系

保護協会川越・坂戸・鶴ヶ島支部の稗島さんが講

師となり、鳥と植物の観察を行いました。保全活

動は EM 菌による池の水質浄化活動と水質調査、

そして外来植物の駆除作業を行いました。6月 21

日（水)には同公園で、希少種で県の蝶でもあるミ

ドリシジミの生息調査を蝶の専門家の松本さん

をお招きして実施しましたが、残念ながら捕獲確

認までには至りませんでした。4 月 6 日（木）に

は、今年度末ごろより始まる笠幡地区、西部用水

路の護岸工事について市の河川課と多自然型護

岸化への要請や工法の提案など話し合いました。 

 

｢ミドリシジミ｣の生息調査（仙波河岸史跡公園にて） 




